
ペット飼養における
現状と課題について

高鍋保健所 衛生環境課

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ８ 日



2

１ ペット飼養の現状と課題

２ 犬猫の引取状況等について

＜ 内 容 ＞

３ 人とペットの共生する地域社会形成に向けて
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１ ペット飼養の現状と課題
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ペット飼養の現状と課題

災害時の同行避難

突然の入院
多頭飼育崩壊

日頃からのしつけ

適正飼養

・ペット（犬、猫）は家族の一員やパートナーとして大きな存在
・｢コンパニオンアニマル（伴侶動物）｣としての役割

他、遺棄・虐待等、様々な課題も
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２ 犬猫の引取状況等について
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県内の犬の引取等・殺処分頭数の推移
頭数
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犬 捕獲頭数 犬 引取頭数 犬 殺処分頭数

引   取：  21
捕   獲：527
殺処分： 32

引    取：  92
捕    獲：870
殺処分：152

殺処分の3分類

① 譲渡が適切でないもの
 （感染症、攻撃性等）

② ①以外（譲渡可能なもの）
③ 引取後の死亡 （負傷等）
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捕獲 引取 殺処分

管内の犬の引取等及び殺処分頭数頭数

引    取：    0
捕    獲：  81
殺処分:     5
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引  取 :    2
捕    獲 :  67
殺処分 :    3
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猫 引取頭数 猫 放置頭数 猫 負傷頭数 猫 殺処分頭数

県内の猫の引取等・殺処分頭数の推移
頭数

負傷：326
放置：355
引取：36
殺処分：188

負傷：437
放置：454
引取：155
殺処分：472

① 譲渡が適切でないもの
 （感染症、攻撃性等）

② ①以外（譲渡可能なもの）
③ 引取後の死亡 （負傷等）

殺処分の3分類
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引取猫 放置猫 負傷猫 殺処分

管内の猫の引取等及び殺処分頭数頭数

負 傷：16
放 置：54
引 取：  2
殺処分：20

負 傷：34
放 置：58
引 取：11
殺処分：30
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管内の犬・猫の引取数及び相談件数
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犬 猫 相談件数
６０才以上の方からの相談
（R2年度から集計）
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12

引取数は減少しているものの、
相談件数は増加傾向
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七 省略

引取拒否事由

（動物の愛護及び管理に関する法律施行規則第２１条の２）

都道府県等（省略）は、犬又は猫の引取りをその所有者から求められたときは、これを引き
取らなければならない。ただし、犬猫等販売業者から引取りを求められた場合その他の第七
条第四項の規定の趣旨に照らして引取りを求める相当の事由がないと認められる場合とし

て環境省令で定める場合には、その引取りを拒否することができる。

（動物の愛護及び管理に関する法律 第３５条）

一 犬猫等販売業者から引取りを求められた場合

二 引取りを繰り返し求められた場合

四 犬又は猫の老齢又は疾病を理由として引取りを求められた場合

三 子犬又は子猫の引取りを求められた場合であって、当該引取りを求める者が都道府県
  等からの繁殖を制限するための措置に関する指示に従っていない場合

五 引取りを求める犬又は猫の飼養が困難であるとは認められない理由により引取りを求め 
られた場合

六 あらかじめ引取りを求める犬又は猫の譲渡先を見つけるための取
 組を行っていない場合 
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必ず譲渡先を探す努力をしていただだく必要があります！
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３ 人とペットの共生する地域社会形成に向けて
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（１）飼い主もペットも「もしも」の備え

（２）多頭飼育問題対策

（３）ペットの防災対策



（１）飼い主もペットも｢もしも｣の備え

出典：「共に生きる 高齢ペットとシルバー世代」（環境省作成）
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困った時に備えて

出典：「共に生きる 高齢ペットとシルバー世代」（環境省作成）
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出典：「人、動物、地域に向き合う多頭
飼育対策ガイドライン」（環境省作成）

（２）多頭飼育問題対策
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猫は、繁殖能力の強い動物です

猫の妊娠期間は約２ヶ月で、年に２～４回出産します。一度の出産で平均５匹
（４～８匹）生まれ、その子猫も生後６ヶ月前後で繁殖ができるので、非常に早く
繁殖する動物です。
環境省は計算上、１匹のメス猫が３年後には2,000頭以上に増えると試算して

います。

※出典：環境省パンフレット「もっと飼いたい？」
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※出典：環境省チラシ「不妊・去勢手術をして飼いましょう」



自治会等

社会福祉行政等

警察

獣医師会

市町村

情報共有

社会福祉と動物愛護管理の多機関連携

保健所

動物愛護ボランティア

飼い主

動物の飼育状況の改善

飼い主の生活支援

周辺の生活環境の改善 20

地域コミュニティの連携強化

意見交換会の実施

探知した際は、関連部局に連絡を！
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（３）ペットの防災対策

※出典：環境省チラシ「ペットを飼っている皆さまへー災害時のペットとの同行避難についてー」
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同行避難受入れ
記載有無

屋内受入れ
記載有無

同伴（同室）受入れ
記載有無

仮設住宅受入れ
記載有無

西都市 － － － －

高鍋町 ○ － － －

新富町 ○ － － －

西米良村 ○ － － －

木城町 ○ － － －

川南町 ○ － － ○

都農町 － － － －

防災計画におけるペットに関する記載状況
（令和７年４月１日）
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同行避難可能
な場所の記載

具体的な場所 受入れ可能なペット

西都市 ○
西都市立妻中学校第2体育館
（旧勤労青少年ホーム）

犬や猫等ケージに入れること
のできる種類
※大型犬や許可が必要な動物
はNG

高鍋町 ○

高鍋町中央公民館、高鍋町スポーツ
センター及び高鍋町体育館のうち町
が開設した指定一般避難所の駐輪
場（玄関や軒下を含め、避難所内に
ペットを入れることはできない。）

－

木城町 ○ みどりの杜木城学園

ペットとして飼育されている犬
や猫、げっ歯類、鳥類など比較
的小型で、ケージで管理できる
動物

※特定動物や特定外来生物、
大型の動物や多数の動物、そ
の他特別な設備が必要な動物
など、管理が困難な動物はNG

HPでのペットの防災対策に関する情報発信状況

※新富町、西米良村、川南町、都農町はHPに記載なし



１ 自分にもし何かがあった時（病気、災害等）の預け先を
事前に考えておく

３ 地域コミュニティの連携強化

２ 生活環境を守るための備えを行う

～人とペットの共生する地域社会形成のために～
【飼い主】

【地域の方々】
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【市町村】

４ 多頭飼育問題等に関する意見交換会の実施
（早期発見、早期対策）

５ ペットの防災対策に関する情報発信

例）・不妊去勢手術を行い、頭数を増やさない
 ・室内での飼育、しつけ等

・ペット問題は、飼い主の高齢化、病気、孤立等、様々な要因が絡んでいる場合が多い。
・探知した際は、関連部局（動物愛護関連部局や社会福祉部局等）に連絡を！


	スライド 1: ペット飼養における 現状と課題について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: ペット飼養の現状と課題
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10: 管内の犬・猫の引取数及び相談件数
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15: （１）飼い主もペットも｢もしも｣の備え
	スライド 16
	スライド 17: （２）多頭飼育問題対策
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24

